
ゾレドロン酸注射液（ゾメタ®）使用中の方へ 

 

上記薬剤を使用中の患者様で顎骨壊死が生ずることがあります。 
 

１．顎骨壊死とは？ 

アゴの骨に炎症がおき、骨が腐った状態になることです。 
アゴの骨が腐ると口の中にいる細菌による感染がおこり、アゴに痛み・
腫れ・骨の露出が出現します。 
 

２．顎骨壊死の症状は？ 

下記のような症状がある場合は 
かかりつけの歯科医師に相談してください。 

★口の中に痛みがある 
★歯茎に白いあるいは灰色の硬いものが出てきた 
★歯がぐらついて自然に抜けた 
★唇がしびれた感じがする 
★アゴが腫れている 

   

３．どのような方に注意が必要？ 

★上記薬剤で 3 年以上治療されている方 
★ステロイド剤を服用されている方 
★現在、抜歯や歯槽膿漏で治療されている方 
★アゴへの放射線治療を受けている方および受けられた方 
★糖尿病と診断された方 

                               

４．顎骨壊死の対処について 

この症状は日々の歯磨きと早期治療が大切です。 
顎骨壊死は残存歯の治療管理をしっかり行うことでリスクを下げるこ
とができます。 
 
歯科・口腔外科に受診される場合は必ず使用中のお薬をお伝えください。 
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